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同
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役
員
の
改

選
の
年
で
し
た
。

平
成
十
年
十
二
月
に
新
し
い
組
織
が
発

足
し
て
か
ら
五
年
半
。
役
員
の
皆
さ
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に

は
同
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組
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り
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た
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の
整
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維
持
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ど
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で
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。
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役
員
改
選
に
あ
た
っ
て
、
母
校
と
同
窓

会
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
会
長

に
は
若
い
方
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、
役
員

も
一
新
し
て
若
い
世
代
の
方
々
に
が
ん

ば
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま

し
た
。
し
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し
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受
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り
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。
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受
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こ
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し
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も
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が
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ま
し
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副

会
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か
り
ま

し
た
十
四
期
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で
ご

ざ
い
ま
す
。
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、
城
南
中
時
代
の
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友
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第
二
期
同
窓

会
の
船
出
に
あ

た
り
、
佐
藤
新

会
長
か
ら
副
会

長
就
任
の
要
請

が
あ
っ
た
の
で

す
が
、
そ
の
様

な
大
任
が
務
ま
る
筈
も
な
く
お
返
事
に

窮
し
て
し
ま
い
ま
し
た
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ん
な
中
、
草

創
期
か
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一
緒
に
会
運
営
に
携
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来
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ご
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副
会
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引
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受
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一
度
は
登
っ
た
事
が
有

品
川
神
社
の
富
士
山
か

見
下
ろ
し
た
北
馬
場
駅

面
で
す
。
今
は
新
馬
場

と
な
り
、
天
王
洲
に
は

き
な
ビ
ル
が
立
ち
並

、
東
京
湾
も
見
え
な
く

り
ま
し
た
が
、
品
川
の

士
山
か
ら
下
界
を
見
下

し
て
い
る
と
、
子
供
の

の
素
直
な
気
持
ち
に
な

の
は
私
だ
け
で
す
か

。
皆
さ
ん
も
一
度
登
っ

深
呼
吸
で
も
し
て
み
て

さ 表
紙
の
写
真
】 

い
。 

昭和 34 年頃の北馬場駅を品川神社から見た風景    現在の新馬場駅を品川神社から見た風景 

役
員
改
選
に
あ
た
っ
て

会
長 

佐
藤 

高(

五
期
生)

新 

会

な
っ

副

長
に

て

副
会
長 

加
藤 

昭(

十
四
期
生)

新 

副
会
長

な
っ

に

て

副
会
長 

田
村
美
沙
子(

十
三
期
生)
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営
の
潤
滑
油
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ど

う
か
皆
さ
ん
、
こ
の
旨
お
汲
み
取
り
の
上
、

ご
協
力
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

  

最
近
の
品
川
宿
周
辺
の 

昭和 30 年頃の 旧目黒川 
(左側が北浜、右側が洌崎) 

駄菓子屋「羽鳥の店」

歴
史
と
文
化 

    

▽
「
品
川
宿
周
辺
の
今
昔
」
△ 

浮
世
絵
の
葛
飾
北
斎
や
歌
川
広
重
の

描
い
た
品
川
の
風
景
に
は
、
必
ず
と
い
っ

て
い
い
ほ
ど
海
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
旧
東
海
道
か
ら
は
海
は
遠
く
な
り
、

ま
た
、
当
時
の
海
と
は
全
く
違
う
海
と
な

り
、
そ
の
面
影
す
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
私
の

子
供
の
頃
ま
で
は
、
ま
だ
海
は
近
く
親
し

い
存
在
で
し
た
。
話
は
品
川
の
海
と
だ
い

ぶ
離
れ
ま
す
が
、
中
世
ま
で
そ
の
歴
史
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

品
川
歴
史
館
常
設
展
示
ガ
イ
ド
、
中
世

の
品
川
に
よ
り
ま
す
と
、
品
川
区
域
の
歴

史
が
文
献
史
料
に
現
れ
る
の
は
平
安
時

代
後
期
の
十
二
世
紀
前
半
か
ら
で
す
。
大

井
氏
と
そ
の
一
族
の
品
河
（
し
な
が
わ
）

氏
が
い
ま
の
品
川
区
域
を
支
配
し
、
両
氏

は
源
平
争
乱
を
経
て
、
鎌
倉
幕
府
の
御
家

人
（
鎌
倉
時
代
に
将
軍
と
主
従
関
係
で
結

ば
れ
た
武
士
の
総
称
）
と
な
り
ま
し
た
。

大
井
氏
の
所
領
は
そ
の
後
十
三
世
紀
末

に
は
執
権
の
北
条
氏
一
門
の
手
に
移
り
、

品
河
氏
の
所
領
も
室
町
時
代
中
期
に
は

鎌
倉
公
方
（
く
ぼ
う
）
の
支
配
下
に
入
っ

た
こ
と
が
断
片
的
な
史
料
か
ら
わ
か
っ

て
い
ま
す
。
十
五
世
紀
後
半
、
鎌
倉
府
（
鎌

倉
公
方
）
の
実
権
が
関
東
管
領
の
上
杉
氏

に
移
る
と
、
品
川
も
上
杉
氏
の
影
響
下
に

入
り
ま
し
た
。
一
五
二
四
年
（
大
永
四
）
、

小
田
原
の
後
北
条
（
ご

ほ
う
じ
ょ
う
）
氏
が
江

戸
城
を
上
杉
氏
か
ら
奪

う
と
、
そ
の
勢
力
は
品

川
に
も
及
び
十
六
世
紀

半
ば
に
は
北
条
氏
の
品

川
支
配
が
確
立
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
の
時

代
の
有
力
者
が
品
川
区

域
を
支
配
下
に
置
い
た

理
由
の
ひ
と
つ
は
、
品

川
湊
が
江
戸
内
湾
（
東

京
湾
）
有
数
の
湊
で
あ

っ
た
た
め
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
品
川
湊
は
東

海
道
が
目
黒
川
を
渡
る

付
近
に
あ
り
、
紀
伊
半

島
や
東
海
地
方
か
ら
太

平
洋
を
渡
っ
て
く
る
航

路
と
旧
利
根
川
水
系
、
常
陸
川
水
系
を
通

っ
て
銚
子
沖
か
ら
東
北
地
方
に
も
通
じ

る
航
路
を
結
ぶ
重
要
な
場
所
に
位
置
す

る
湊
で
し
た
。
ま
た
、
十
五
世
紀
半
ば
頃

に
は
鈴
木
道
胤
の
よ
う
な
海
運
業
者
も

現
れ
、
各
宗
派
の
寺
院
も
相
次
い
で
建
立

さ
れ
る
な
ど
、
品
川
湊
は
港
湾
都
市
と
し

て
繁
栄
し
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
品
川
宿

の
骨
格
は
こ
の
時
期
に
出
来
上
が
っ
た

と
あ
り
ま
す
。 

今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま

し
た
品
川
付
近
の
歴
史
に
ふ

れ
て
み
ま
し
た
。 

こ
の
時
期
、
湊
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
品
物

は
問
（
と
い
）
と
呼
ば
れ
、
運
送
・
保
管
・

委
託
販
売
な
ど
を
請
け
負
う
商
人
（
問

丸
）
が
取
り
扱
い
、
当
時
品
川
湊
に
は
少

な
く
と
も
三
軒
の
問
丸
が
あ
り
、
三
人
が

経
営
し
て
い
た
の
が
問
屋
（
と
い
や
）
で

す
。
（
注
・
江
戸
時
代
の
問
屋
場
は
宿
場

の
役
所
で
あ
り
問
屋
は
宿
場
の
長
《
役

人
》
で
す
。
）
さ
て
、
品
川
宿
は
目
黒
川

を
境
に
し
て
、
北
品
川
宿
と
南
品
川
宿
に

分
か
れ
ま
す
が
、
昔
の
目
黒
川
は
荏
原
神

社
の
北
側
を
通
り
、
そ
の
す
ぐ
先
を
直
角

に
北
へ
向
か
っ
て
流
れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
が
今
の
八
ツ
山
通
り
で
、
北
品
川
橋
の

今
の
船
だ
ま
り
あ
た

り
が
目
黒
川
の
河
口

で
し
た
。
こ
の
目
黒

川
の
海
側
に
あ
る
目

黒
川
が
運
ん
だ
土
砂

の
堆
積
し
た
半
島
の

よ
う
な
処
が
以
前
、

洲
崎
と
呼
ば
れ
た
地

域
で
南
品
川
猟
師
町

で
す
。
そ
の
先
端
に

築
造
さ
れ
た
新
開
場

（
埋
立
地
）
が
利
田

新
地
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
弁
天
堂
が
祀
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
洲
崎
弁
天
と
も

呼
ば
れ
、
明
治
に
な

っ
て
利
田
神
社
と
な

り
、
祭
神
も
変
わ
り

ま
し
た
。
猟
師
町
の
鎮
守
、
寄
木
神
社
は

江
戸
時
代
寄
木
明
神
社
と
呼
ば
れ
、
も
と

は
南
品
川
三
丁
目
に
あ
っ
た
の
で
す
が

一
六
五
五
年
（
明
暦
元
年
）
の
猟
師
町
の

移
転
に
と
も
な
い
、
現
在
地
に
祀
ら
れ
ま

し
た
。
境
内
入
り
口
に
あ
る
「
江
戸
漁
業

根
源
の
碑
」
に
は
、
神
社
建
立
の
由
来
と

江
戸
時
代
江
戸
城
に
鮮
魚
を
納
め
る
「
御

菜
肴
八
ヶ
浦
」
（
お
さ
い
さ
か
な
）
の
総

元
締
め
と
し
て
、
ま
た
海
苔
養
殖
の
本
場

と
し
て
栄
え
た
品
川
浦
の
歴
史
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
品
川
地
域
に
は
品
川
浦
と

御
林
浦
（
お
は
や
し
）
の
二
つ
の
純
漁
村
が

あ
り
、
御
菜
肴
八
ヶ
浦
の
ひ
と
つ
と
し
て

鮮
魚
を
幕
府
に
献
上
す
る
義
務
を
負
っ

て
い
ま
し
た
。
魚
獲
物
の
一
部
は
将
軍
家

に
献
し
た
り
、
地
元
の
朝
市
な
ど
で
販
売

し
た
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
部
分
は
金

杉
や
本
芝
の
魚
問
屋
や
仲
買
人
の
手
を

経
て
売
り
さ
ば
か
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

南
品
川
猟
師
町
と
大
井
御
林
町
の
漁

師
の
獲
っ
た
魚
貝
類
は
南
品
川
一
丁
目

の
往
還
通
り
、
品
川
宿
の
境
橋
の
辺
り
で

開
か
れ
た
毎
朝
市
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
の
品
川
橋
が
江
戸
時
代
に
は
境

橋
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
す
。
昔
の
品
川

の
海
で
は
、
季
節
に
な
る
と
品
川
・
芝

浦
・
洲
崎
等
で
潮
干
狩
り
が
盛
ん
に
行
わ

れ
、
ま
た
、
釣
り
や
船
遊
び
の
行
楽
の
地

で
も
あ
り
ま
し
た
。
当
時
を
偲
ん
で
、
北

品
川
橋
の
近
く
の
船
宿
か
ら
屋
形
船
で

品
川
沖
の
海
へ
ク
ラ
ス
会
等
は
如
何
で

す
か
。 

顧
問 

一
期
生 

吉
野 

 明  

▽ 

「
品
川 

今
も
昔
も
…
」 

△ 

こ
の
記
事
を
お
読
み
に
な
ら
れ
て
い

る
皆
様
は
、
城
南
中
学
校
を
何
期
で
卒
業

さ
れ
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
の
頃

の
品
川
は
如
何
で
し
た
か
？ 

ク
ラ
ス

会
等
で
盛
り
上
が
る
当
時
の
懐
か
し
い

想
い
出
話
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ
て
も
、

お
祭
り
や
、
当
時
流
行
っ
た
遊
び
、
駄
菓

子
屋
の
話
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

皆
様
が
中
学
生
当
時
は
何
件
く
ら
い
駄

菓
子
屋
さ
ん
が
あ
り
ま
し
た
で
し
ょ
う

か
？ 

ち
ょ
う
ど
自
分
達
二
十
八
期
卒

業
生
の
頃
は
、
東
品
川
に
あ
っ
た
長
命
湯

の
近
く
の
駄
菓
子
屋
さ
ん
、
北
品
川
一
丁

目
に
「（
通
称
）
レ
ス
ト
ラ
ン
近
藤
」、
裏

町
の
「
細
川
さ
ん
」
、
北
品
川
二
丁
目
に

法
禅
寺
近

く
の
「
末

木
さ
ん

（
ポ
ー
ン

菓
子
・
ハ

ト
の
豆
を

売
っ
て
い

た
店
）
」
、

虚
空
蔵
横

丁
の
「
カ

ナ
リ
ヤ
」
、

「
羽
鳥
の

店
」、
聖
蹟

公
園
前
の
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「
藤
田
さ
ん
」
南
品
川
三
岳
の
「
稲
垣
商

店
」
と
、
も
う
一
軒
三
岳
に
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
駄
菓
子
屋
で
は
な

い
け
れ
ど
、
お
も
ち
ゃ
を
売
っ
て
い
る
北

馬
場
の
「
飛
田
商
店
（
通
称
ジ
ジ
バ
バ
）
」

「
折
毛
商
店
（
通
称
ち
ょ
う
ち
ん
や
）
」
、

北
品
川
二
丁
目
「
中
島
玩
具
」
南
品
川
後

路
地
の
「
中
田
模
型
（
通
称
ナ
カ
モ
ケ
）
」

等
々
も
あ
り
、
こ
ん
な
所
が
行
動
範
囲
だ

っ
た
か
な
ぁ
、
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 駄菓子屋「またあした」

しながわ宿場まつり

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
の
お
店
を
列
挙
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら

の
お
店
で
現
在
残
っ
て
い
る
の
は
、
残
念

な
が
ら
「
稲
垣
商
店
」
の
み
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
「
稲
垣
商
店
」
の
女
将
さ

ん
の
話
に
よ
り
ま
す
と
、
驚
く
こ
と
に
も

う
少
し
で
、
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
る
そ
う

で
す
。
そ
ん
な
駄
菓
子
屋
も
少
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
品
川
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今

年
の
二
月
十
一
日
、
子
供
達
を
ま
ち
ぐ
る

み
で
育
て
よ
う
！
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

で
、
品
海
公
園
前
の
新
宿
お
休
み
処
を
改

修
し
、
ま
ち
の
新
し
い
駄
菓
子
屋
「
ま
た

あ
し
た
」
が
、
ま
ち
の
有
志
で
な
る
旧
東

海
道
品
川
宿
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

の
運
営
で
開
店
し
ま
し
た
。
お
か
げ
で
今

は
毎
日
た
く
さ
ん
の
子
供
達
が
来
店
し
、

ひ
と
頃
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
等
で
家
に
篭
も

っ
て
い
た
の
か
、
静
か
だ
っ
た
ま
ち
も
、

子
供
の
姿
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な

り
、
活
気
も
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
最
近
、

昔
な
が
ら
の
建
物
も
取
り
壊
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
皆
さ
ん
が
城
南
中
に
通
わ
れ

た
頃
と
は
風
景
も
大
分
違
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
今
で
も
品
川
は
（
品
川
の
住

人
達
は
）
昔
な
が
ら
の
気
質
を
受
け
継
ぎ

な
が
ら
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

現
在
品
川
宿
周
辺
に
は
、
一
月
の
初
詣

に
は
じ
ま
り
、
二
月
の
節
分
、
三
月
の
千

躰
荒
神
春
の
大
祭
、
四
月
の
虚
空
蔵
尊
春

の
大
祭
、
六
月
の
品
川
神
社
例
大
祭
（
北

の
天
王
祭
）
・
荏
原
神
社
例
大
祭
（
南
の

天
王
祭
）
、
七
〜
八
月
の
夏
祭
り
や
盆
踊

り
、
九
月
の
し
な
が
わ
宿
場
ま
つ
り
、
十

月
の
天

妙
國
寺

御
会
式
、

十
一
月

の
酉
の

市
、
虚

空
蔵
尊

秋
の
大

祭
、
千

躰
荒
神

秋
の
大

祭
等
々
、

一
年
を

通
し
て

た
く
さ

ん
の
歳

時
記
が

残
り
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
是
非
と
も
そ
ん
な
機
会

に
品
川
へ
お
い
で
い
た
だ
け
た
ら
、
と
思

い
ま
す
。
き
っ
と
懐
か
し
い
風
景
や
空
気
、

懐
か
し
い
友
人
や
人
懐
っ
こ
い
近
所
の

お
じ
さ
ん
、
お
ば
さ
ん
、
そ
ん
な
品
川
っ

子
達
が
温
か
く
迎
え
て
く

す
よ
。 

れ
ま

二
十
八
期
生 

大
越
章
光 

 

昭和 40 年頃の駄菓子屋マップ（大越章光 作）



             品 川 区 立 城 南 中 学 校 同 窓 会 会 報       第６号（４） 

懐
か
し
の
先
生
は
パ
ー
ト
① 

    

◆ 

黒
木 
旲 
先
生  

元
気
で
す
。
還
暦

を
過
ぎ
て
十
九
歳
。

二
巡
目
の
青
春
を

謳
歌
し
て
い
ま
す
。

剣
道
は
週
三
回
、
錬

伸
館
道
場
師
範
、
東

京
・
全
国
高
齢
者
剣
道
大
会
に
出
て
い
ま

す
。
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
大
会
に
国
内
・
国

際
大
会
に
出
場
。
砲
丸
投
げ
は
国
内
大
会

で
優
勝
。
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
七
十
九
歳

の
公
認
記
録
十
七
秒
八
九
。
八
十
歳
で
更

新
し
て
い
ま
す
。
書
道
は
日
本
教
育
書
道

連
盟
師
範
、
号
は
景
雲
で
す
。 

 

◆ 
 
 

 

中
島

洽

先
生

 

暑
さ
に
は
殊
の
外
弱
い
の
で
、
こ
の
夏

は
耐
え
が
た
い
日
々
で
し
た
。
こ
の
地
に

す
み
つ
い
て
既
に
四
十
五
年
、
相
当
に
伸

び
た
庭
木
の
手
入
れ
や
寿
命
の
来
た
家

屋
の
修
理
等
今
や
ら
ね
ば
と
思
い
た
ち
、

弱
っ
た
足
腰
に
鞭
打
っ
て
い
ま
す
。 

 

早
朝
に
は
欠
か
す
こ
と
な
く
、
愛
犬
二

匹
と
ま
だ
自
然
の
残
る
丘
陵
を
散
歩
し
、

今
時
は
栗
、
銀
杏
、
茗
荷
採
り
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。 

 

◆ 

秋
葉
健
三 

先
生  

私
が
城
南
中
に

い
た
の
は
昭
和
二

十
五
年
春
か
ら
五

年
と
ち
ょ
っ
と
で

す
。
で
す
か
ら
一
期

生
か
ら
五
期
生
ま

で
し
か
知
り
ま
せ
ん
。
も
う
み
ん
な
六
十

で
す
。
私
も
七
十
七
歳
に
な
り
ま
す
。 

あ
の
先
生
は
ど
う
し
て
い

る
か
な
？ 

を
テ
ー
マ
に
今

の
先
生
の
近
況
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。 

代

 

元
気
で
い
ま
す
が
少
し
ボ
ケ
が
き
ま

し
た
。
本
を
読
む
こ
と
と
車
に
乗
る
こ
と

が
楽
し
み
で
す
。
先
日
も
蔵
王
か
ら
気
仙

沼
へ
行
っ
て
来
ま
し
た
。 

  

◆ 

秋
葉
怜
子 

先
生 「

喜
寿
」
を
迎
え
る

歳
に
な
り
ま
し
た
。

月
日
の
経
つ
の
が

早
く
、
一
日
を
大
切

に
過
ご
し
た
い
と

思
う
こ
の
頃
で
す
。 

 

家
事
全
般
現
役
。
手
芸
、
観
劇
、
旅
行

と
時
間
を
無
駄
な
く
使
い
、
友
人
、
知
人

と
楽
し
く
過
ご
す
事
は
し
ば
し
ば
で
す
。

こ
れ
も
家
族
が
皆
健
康
に
過
ご
し
て
い

る
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

  

◆ 

遠
藤 
 
 

先
生  

私
も
七
十
五
に

な
り
、
訓
練
校
の
講

師
も
終
わ
り
毎
日

が
日
曜
日
で
す
が
、

何
か
し
な
い
と
ボ

ケ
ル
と
言
わ
れ
パ

ソ
コ
ン
を
買
っ
た
の
で
す
が
面
倒
で
だ

め
。 

 

先
日
小
学
校
の
時
の
友
人
と
旅
行
に

行
っ
た
の
で
す
。
帰
っ
た
翌
日
く
た
び
れ

て
寝
て
い
た
の
は
私
だ
け
、
ご
ろ
ご
ろ
し

て
い
る
と
体
力
が
弱
る
と
分
か
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
病
気
の
せ
い
に
し
て
毎
日

を
日
曜
日
に
し
て
い
ま
す
。 

     

シ
リ
ー
ズ
で
昔
お
世
話
に
な
っ
た
先

生
方
の
紹
介
を
し
て
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
先
生
方
の
近
況
を

知
り
た
い
方
は
、
振
込
用
紙
の
通
信
欄

に
「
○
○
先
生
の
近
況
を
お
知
ら
せ
下

さ
い｣

と
、
お
書
き
下
さ
い
。 

     

「
ジ
ェ
ッ
ト
・
コ
ー
ス
タ
ー
の
半
生
」 

 

六
月
十
二
日
、
港
区
・
芝
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
内
の
中
華
料
理
店
「
北
京
」
に
於
て
、

第
十
三
期
同
期
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 
 

安
藤
先
生
、
尾
崎
先
生
、
小
俣
先
生
、

南
山
先
生
を
お
迎
え
し
、
総
勢
三
十
二
名

で
今
年
も
大
変
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、「
北
京
」

で
は
、
普
段
お
目
に
か
か
れ
な
い
よ
う
な

高
級
食
材
の
料
理
が
な
ら
び
、
味
も
と
て

も
美
味
し
い
と
の
評
判
で
し
た
。 

同
期
会
便
り 

 

同
期
会
で
皆
が
集
ま
る
と
、
何
も
言
わ

ず
と
も
共
有
で
き
る
同
志
的
感
情
が
わ

き
ま
す
。
私
達
は
、
昭
和
二
十
二
年
、
二

十
三
年
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
頂
点
に
生

ま
れ
た
団
塊
の
世
代
で
す
。 

戦
後
を
色
濃
く
残
す
幼
年
時
代
か
ら

非
情
な
競
争
社
会
に
生
き
、
高
度
成
長
を

支
え
る
手
足
と
な
っ
て
働
い
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
バ
ブ
ル
崩
壊
を
経
験
。
ま

る
で
、
ジ
ェ
ッ
ト
・
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
っ

て
い
る
よ
う
な
半
生
だ
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。 

 

六
十
歳
ま
で
、
あ
と
数
年
を
残
す
ば
か

り
と
な
っ
た
今
、
同
期
生
の
方
々
の
お
話

に
は
、
心
染
み
入
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
特
に
、
厳
し
い
修
行
を
経
て
僧

侶
に
な
っ
た
方
や
、
こ
の
年
で
難
し
い
楽

器
を
一
か
ら
習
い
始
め
た
方
の
お
話
が

印
象
深
く
、
私
達
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
諸
先
生
方
の
お

話
は
い
く
つ
に
な
っ
て
も
有
り
難
く
、
今

後
の
人
生
を
歩
ん
で
行
く
上
で
の
大
き

な
道
標
と
も
な
る
御
示
唆
を
与
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
私
達
の
少
年
少
女
時
代

を
知
っ
て
い
る
先
生
方
の
前
で
は
、
心
を

裸
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
お
元
気
で
私
達
を
見
守
っ
て
頂
き
た

い
と
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 

来
年
も
、
少
年
少
女
に
か
え
っ
て
又
お

会
い
し
ま
し
ょ
う
。 

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
か
ら

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

十
三
期
生 

香
川
誉
夫 
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「
卒
業
五
十
周
年
を
祝
う
」 

〜
四
期
生
が
記
念
同
期
会
〜 

今
年
の
春
、
四
期
生
が
昭
和
二
十
九

（
一
九
五
四
）
年
に
城
南
中
学
を
卒
業
し

て
以
来
五
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

四
月
十
七
日
の
午
後
、
新
馬
場
駅
前
の

六
行
会
ビ
ル
八
階
、
荏
川
倶
楽
部
で
開
催

さ
れ
た
記
念
同
期
会
に
は
、
約
六
十
名
が

元
気
な
顔
を
揃
え
ま
し
た
。 

                              

﹇
城
南
中
ツ
ア
ー
﹈ 

 

同
期
会
の
前
に
行
わ
れ
た
「
五
十
年
ぶ

り
に
母
校
を
訪
ね
る
城
南
中
ツ
ア
ー
」
に

は
三
十
五
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
昔
の
木

造
校
舎
の
面
影
は
消
え
去
っ
て
い
た
も

の
の
、
校
内
の
「
歴
史
館
」
に
保
存
さ
れ

て
い
る
当
時
の
写
真
や
文
集
「
道
程
」
に

過
ぎ
去
っ
た
少
年
・
少
女
時
代
が
甦
り
、

休
日
に
も
拘
わ
ら
ず
案
内
を
し
て
下
さ

っ
た
教
頭
の
吉
村
先
生
に
、
多
く
の
参
加

者
が
文
集
の
ペ
ー
ジ
の
コ
ピ
ー
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
。 

[

黙
祷
、
そ
し
て
歓
談
・
獅
子
舞]
 

 

小
学
校
入
学
の
年
に
終
戦
を
迎
え
、
中

学
を
卒
業
し
て
半
世
紀
。
既
に
二
十
余
名

の
友
が
既
に
こ
の
世
を
去
っ
て
い
ま
す
。

開
会
に
先
立
っ
て
、
全
員
で
黙
祷
し
冥
福

を
祈
り
ま
し
た
。 

 

北
品
川
一
帯
を
見
下
ろ
す
会
場
で
は
、

お
互
い
の
健
在
を
喜
び
合
い
、
談
笑
が
盛

り
上
が
る
中
、
品
川
拍
子
保
存
笛
睦
会
の

若
々
し
い
面
々
に
よ
る
お
囃
子
が
始
ま

り
、
ま
た
同
窓
会
の
佐
藤
会
長
扮
す
る
獅

子
舞
の
熱
演
に
、
一
同
遠
い
昔
の
品
川
神

社
の
お
祭
り
の
賑
わ
い
を
懐
か
し
く
想

い
出
し
て
い
ま
し
た
。 

[

同
窓
会
に
寄
付
金
贈
呈]

 
 

こ
の
記
念
同
期
会
の
会
費
の
一
部
を

同
窓
会
の
運
営
費
の
一
助
と
し
て
寄
付

す
る
こ
と
に
衆
議
一
決
し
、
佐
藤
会
長
に

託
さ
れ
ま
し
た
。 

 

特
別
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
遠
藤
・
佐

藤
・
黒
木
の
三
先
生
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

老
人
一
年
生
に
対
し
て
の
熱
烈
な
励
ま

し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
再
会
を
楽
し
み

に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

四
期
生 

鎌
田
俊
夫 

  

☆ 
 

☆

 

☆

 

☆

 

☆

      

先
生
方 近

藤
賢
一 

 
 

清
水
一
夫 

黒
木 

旲 
 
 

秋
葉
健
三 

三
森
久
夫 

 
 

田
丸 

勉 

落
合
寿
美
子 

 

鈴
木 

道 
 

一
期
生 長

谷
川 

 
 

 

悦

菅
原
孝
一

鈴
木
正
枝 

 
 

遠
藤 

正 

舘
川
直
樹 

 
 

吉
野 

明 

万
石

二
期
生 

ひ
さ
子 

布
川
加
子 

 
 

河
田
昌
子 

片
桐
美
津
子 

三
期
生 小

野
紘
一 

 
 

野
澤
修
三 

小
橋
京
子 

 
 

金
田
英
子 

斎
藤
貞
良 

 
 

山
口
寿
子 

緑
川
恵
子 

 
 

福
田
良
子 

斉
藤
昭
信 

 
 

星
野
尚
彦 

渡
辺
信
之 

 
 

野
村
武
仁 

榎
本
房
江 

 
 

那
須
嬉
子 

井
上
佐
登
子 

 

吉
野
和
子 

村
下
三
津

 
 

小
林
昌
子 

子

上
田
正
市 

 
 

熊
谷
秀
雄 

滝
口
尚
孝 

 
 

石
垣
久
子 

飯
田
温
子 

 
 

伊
澤
才
子 

水
谷
壽
美
代 

 

藤
江
登
志
子 

四
期
生 高

杉
俊
行 

 
 

中
村
幸
子 

高
橋 
宏 

 
 

山
之
内
佐
千

 子

松
崎
妙
子 

 
 

鈴
木
伸
太
郎 

 
 

渡
辺
雅
美 

 
 

田
中
由
美
子 

 
 

桃
井
弘
子 

 
 

永
嶋
弘
子 

 
 
 

前
田
耕
司 

 
 

松
井
賢
一 

 
 
 

安
重 

務 
 
 

八
田
美
代
子 

 
 

穴

 

香
代
子 

平
成
十
五
年
度 

維
持
会
費
納
入
者
一
覧

（
Ｈ
15･

７･

１
〜
16･

６･

30
）

敬
称
略

穂
※ 

卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会

有
志(

代
表 

鎌
田
俊
夫
様)

よ
り

三
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

五
期
生 山

岸
博
子 

 
 

柿
沼
久
子 

金
子
正
秀 

 
 

浜
井

美 

和

佐
々
木
喜

 
 

佐
藤 

高 

子

篠
澤
利
郎 

 
 

名
鏡 

勝 

皆
川
辰
雄 

 
 

尾
崎
直
人 

黒
畑
佳
秀 

 
 

水
島
通
成 

山
下
洵
一
郎 

 

富
井
修
身 

中
治

ノ

 
 

上
野
陽
子 

ソ

子

市
川 

碩 
 
 

千
島
三
男 

市
崎
美
千
子 

 

青

美
栄
古 

木

宮
前
千
恵
子 

 

関 

留
里

 子

大
森
郁
子 

 
 

大
貫
節
子 

高
梨
ユ
キ
子 

 

桃
井
敦
子 

高
橋
美
智
子 

 

野
崎
恵
美
子 

六
期
生 涌

井
伎
佐
子 

 

村
上
寿
々
子 

松
田
多
恵
子 

 

石
丸
美
代
子 

大
澤
昭
一

 
 

友
井
由
起
子 

郎

山
内
暉
子 

 
 

鈴
木
悠
喜
雄 

村
上
正
行 

 
 

渡
辺
佐
伎
子 

有
坂
敦
子 

七
期
生 武

井
重
雄 

 
 

土
井 

宏 

小
松
庸
祐 

 
 

多
田
晴
江 

永
野
紀
子 

 
 

相
川 

明 

齋
藤
隆
則 

 
 

篠
沢
芳
正 

滝
口
知
子 

 
 

矢
野
き
み
子 

青
島
美
代
子 

 

殿
井
宏
志 

田
中
記
代 

 
 

今
井
唯
夫 

近
藤
茂
雄 

 
 

斉
藤
紀
雄 

高
橋
貞
夫 

 
 

福
本
栄
子 

古
澤
行
雄 

 
 

武
田
洋
子 

岩
田
敏
之 

 
 

竹
内
敏
機 

早
川
綾
子 

 
 

石
川
千
衣
子 

高
桑
光
弘 

 
 

関
野
た
み
江 
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九
期
生 中

村
吉
宏 

 
 

長
友
雅
子 

佐
藤
良
明 

 
 

仁
村
典
子 

渡
辺
美
恵
子 

十
期
生 伊

藤
康
子 

 
 

岡
墻
茂
夫 

水
野
勝
洋 

 
 

笠 

敦
子 

瀬
戸
和
子 

 
 

峰
村 

浩 

上
林
和
恵 

 
 

新
野
和
子 

引
野
国
江 

 
 

岡
田
敏
雄 

嶋
本
典
夫 

 
 

鶴
田
政
純 

安
田
慶
子 

 
 

木
庭
勝
代 

 

十
一
期
生 

村
田

子 
 
 

笹
原
信
幸 

静

北
山 

栄 
 
 

森
谷
和
子 

十
二
期
生 

津
止
義
人 

 
 

谷
口
昌
隆 

小
保
方
忠
好 

 

白
方
美
智

 子

ウ
エ
ル
タ
イ

バ
ー
智
恵
子 

ン

渡
邊
欣
雄 

 
 

小
島
和
子 

小
澤

理 

純

十
三
期
生 

高
橋
久
美
子 

 

峰
岸
久
雄 

宇
田
川
夏

 
 

佐
藤 

勉 

子

広
橋
修
三 

 
 

鈴
木
昌
子 

寺
本
民
生 

 
 

田
村
美
沙

 子

谷
口
豊
子 

 
 

名
垣
正
子 

植
村

明 
 
 

杉
本
芙
美
子 

博

十
四
期
生 

牛
久
泰
治 

 
 

岡 

義
隆 

小
竹
幸
子 

 
 

川
瀬
由
紀

 子

岡
村
和
子 

 
 

川
瀬
正
紀 

小
柴
誠
一 

 
 

広
嶋
繁
雄 

須
賀
啓
子 
 
 

鷲
山
美
江
子 

新

治
賀
子 
 

樋
口
京
一 

井
森 

好
太
郎 

 

田
中
ス
ミ
江 

吉
田
佐
代
子 

 

小
林
一
夫 

辻 

英
俊 

 
 

斎
藤
秀
子 

斎
藤
典
子 

 
 

廣
瀬
知
映
子 

加
藤 

昭 
 
 

岩
崎
な
お
み 

十
六
期
生 

嘉
山 

清 

十
七
期
生 

杉
下
邦
彦 

 
 

法
月
英
雄 

江
尻
英
治 

 
 

鈴
木
邦
彦 

堀
内

夫 
 
 

梅
田
文
江 

邦

十
八
期
生 

後
藤
み
ど

 
 

佐
野
正
己 

り

秋
元

一 

隆

十
九
期
生 

小
林
芳
枝 

 
 

田
口
貴
子 

渡
邉
良
枝 

 
 

深
津 

稔 

二
十
期
生 

山
下
純
子 

二
十
一
期
生 

廣
瀬
昭
博 

 
 

渡
辺
豊
治 

星 

伸
江 

 
 

引
野
誠
一 

塚
田
和
弘 

 
 

西
山
美
智

 恵

中
島
博
行 

 
 

安
藤
弘
哲 

小
野
村

恵 

弘

二
十
二
期
生 

石
渡
洋
一 
 
 

上
條 

晃 
三
澤
則
子 
 
 

駒
瀬
勝
啓 

 
 

安
田
庸
恵 

 
 

西
山
隆
信 

 
 

石
井
ス

子 
 

石
井
敬
一
郎 
ミ

二
十
三
期
生 

曽
根
正
好 

 
 

井
桁
凰
雄 

宮
原
和
子 

 
 

桑
原
利
恵 

二
十
五
期
生 

山
口
正
和 

 
 

栗
林
達
也 

野
呂
次
男 

 
 

宮
田 
猛 

春
日
井

明 
 

石
田
秀
男 

利

二
十
六
期
生 

橋
本
哲
哉 

二
十
七
期
生 

茨
木
和
子 

二
十
八
期
生 

渡
邉
純
子 

 
 

大
越
章
光 

市
川
明
徳 

 
 

岡
田
峰
春 

宮
上
和
人 

二
十
九
期
生 

鈴
木 

紅 
 
 

北
村
美
奈
子 

三
十
期

 生
島 

岳
史 

 
 

若
林 

清 

大
越 

誠 

三
十
一
期
生 

同窓会維持会費 
納入のお願い！ 

溝
口
晶

 子

三
十
四
期
生 

佐
藤
友

 治

三
十
六
期
生 

漆 

高

 広

三
十
八
期
生 

青
木
基
実 

三
十
九
期
生 

河
合
康
二
郎 
 

※
御
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
     

同
窓
会
報
も
会
員
の
様
々
な
努
力
に

よ
り
六
号
を
発
刊
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
が
、
学
校
行
事
の
寄
付
金
や
会
報
作
成

費
・
発
送
代
な
ど
同
窓
会
運
営
に
か
な
り

の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。 

こ
の
経
費
は
同
窓
生
一

人
一
人
の
寄
付
金
に
よ
り

運
営
さ
れ
、
現
在
一
期
〜

四
十
期
の
方
に
こ
の
会
報

を
お
届
け
し
て
い
ま
す
が
、

残
る
四
十
一
期
か
ら
五
十

三
期
の
卒
業
生
全
員
に
も

会
報
誌
を
お
届
け
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ

の
為
に
は
、
一
人
で
も
多

く
の
維
持
会
費
の
御
協
力

を
お
願
い
す
る
次
第
で

す
。 

本
会
報
を
お
読
み
に
な
り
同
窓
会
活
動

に
ご
理
解
下
さ
る
方
は
、
年
間
一
口
千
円

（
口
数
は
自
由
で
す
）
を
、
同
封
致
し
ま

し
た
振
込
用
紙
に
て
、
ご
入
金
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。 

    

昭
和
六
十
年
か
ら
平
成
二
年
度
の
六

年
間
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
改
姓
し
て

鈴
木
よ
り
田
丸
に
変
わ
り

し

。 

ま

た

田
丸(

鈴
木)

勉 

先
生 

 

皆
さ
ん
お
元
気
で
す
か
。
私
は
ウ
ォ

ー
ク
で
関
西
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今

が
勉
強
で
す
。品
川
が
変
わ
り
ま
し
た
。

九
月
に
上
京
致
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い

で
す
。 

三
期
生 

井
上(

嶌
崎)

佐
登
子 

 

五
期
生
の
山
下
洵
一
郎
さ
ん
が
演
劇

の
方
で
頑
張
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子

を
伺
い
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

い
た
ず
ら
だ
っ
た
あ
の
子
が
と
、
懐
か

し
く
あ
の
顔
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し

！ 

く

三
期
生 

山
口(

木
島)

寿
子 

 

四
期
生
の
皆
様
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
十
六
年
四
月
に
は
我
々
が
中
学
を

卒
業
し
て
五
十
年
を
迎
え
た
節
目
の
記

念
同
期
会
が
鎌
田
君
、
他
幹
事
さ
ん
で

行
わ
れ
る
予
定
で
す
。 

そ
し
て
平
成
十
七
年
九
月
〜
十
月
頃

に
は
田
中
君
、
他
幹
事
で
旅
行
会
の
話

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。「
湯
た
っ
ぷ
り
、

美
味
し
く
、
ノ
ン
ビ
リ
と｣

を
モ
ッ
ト
ー

会

員

か

ら

の

伝

言

板
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に
五
十
年
前
に
戻
り
皆
様
二
度
目
の
修

学
旅
行
へ
是
非
参
加
し
て
見
ま
せ
ん
か
。

同
期
会
、
旅
行
会
へ
と
参
加
す
れ
ば
、

ま
た
ま
た
素
晴
ら
し
い
青
春
が
よ
み
が

え
る
と
思
い
ま
す
。
宜
し

。 

く

四
期
生 

高
橋 

宏 

 

会
報
の
中
に
同
期
の
名
前
を
見
つ
け

る
と
中
学
生
の
時

顔
が

か

ま
す

 

の

浮

び

。

十
四
期
生 

小
竹(
内
田)

幸
子 

運
動
会
の
今
昔
、
権
現
山
風
景
と
て

も
懐
か
し
く
四
十
九
年
前
を
思
い
出
し

て
い
ま
す
。
今
品
川
は
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
を
あ
び
て
い
ま
す
。
母
校
の
益
々
の

御
発
展
を
心
か
ら
お
祈
り
し

い
ま
す

 

て

。

六
期
生 

涌
井(

鹿
野)

伎
佐
子 

 

同
窓
会
会
報
喜
ば
し
く
拝
見
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
か
ら
の
お
便
り
懐
か
し

く
「
我
が
中
学
校
時
代
」
に
思
い
を
馳

せ
て
お
り
ま
す
。
会
報
の
中
で
１
期
生

の
吉
野
先
輩
の
「
最
近
の
品
川
周
辺
の

歴
史
と
文
化｣

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
現
在
「
高
村 

規
」
氏
の

指
導
で
主
人
は
写
真
の
サ
ー
ク
ル
に
入

っ
て
お
り
ま
す

 。

三
期
生 

那
須(

加
々
美)

嬉
子 

 

会
報
五
号
で
は
現
役
教
諭
か
ら
の
ご

報
告
が
あ
り
、興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

次
々
と
進
め
ら
れ
る
改
革
。
親
た
ち
の

厳
し
い
目
。
先
生
方
も
大
変
な
ご
苦
労

と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
に
し
か
話
せ
な

い
悩
み
や
本
音
を
聞
か
せ
て
欲
し
い
。

母
校
の
発
展
の
た
め
全
力
で
応
援
し
た

い
。 

三
十
九
期
生 

河
合
康
二
郎  

大
熊
先
生
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
先
生
の
ご
指
導
で
都
立
雪
ヶ

谷
高
校
に
進
学
が
で
き
、
そ
の
雪
ヶ
谷

が
今
夏
東
東
京
の
代
表
校
と
し
て
甲
子

園
に
出
場
し
ま
し
た
。
大
熊
先
生
は
人

生
の
恩
人
で
す
。 

四
期
生 

安
重 

務 

 

会
報
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。
最

近
学
校
近
く
の
品
川
駅
周
辺
が
め
ざ
ま

し
い
発
展
を
し
、
色
々
な
意
味
で
変
化

が
激
し
い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
む
く

の
き
会
報
に
こ
ん
な
場
所
、
今
、
昔
と

言
う
様
な
内
容
で
取
り
上
げ
て
、
写
真

な
ど
を
載
せ
て
く
だ
さ
る
と
嬉
し
い
で

す
。 

十
四
期
生 

岡
村(
松
本)

和
子 

第
五
号
の
会
報
を
見
て
井
口
先
生
、

大
熊
先
生
の
御
逝
去
を
知
り
愕
然
と
し

ま
し
た
。
井
口
先
生
に
は
ペ
ン
画
に
似

た
様
な
マ
ッ
チ
の
軸
に
墨
を
つ
け
て
絵

を
描
く
事
を
御
指
導
し
て
頂
き
、
大
熊

先
生
に
は
社
会
科
の
授
業
で
地
図
を
指

す
長
い
竹
棒
で
頭
を
叩
か
れ
た
り
と
、

私
に
と
っ
て
思
い
出
の
つ
き
な
い
両
先

生
で
し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

五
期
生 

金
子
正
秀 

新
幹
線
や
山
手
線
か
ら
母
校
の
校
舎

を
見
る
た
び
に
中
学
時
代
が
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。 九

期
生 

中
村
吉
宏 

 

今
回
の
会
報
の
中
に
懐
か
し
い
名
前

を
見
つ
け
ま
し
た
。
同
じ
十
一
期
の
渡

来
利
子
さ
ん
の
名
前
で
す
。
ト
ラ
イ
、

ト
ラ
イ
と
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
で
呼
ん
で
い

ま
し
た
。
元
気
そ

で
す

。 

う

ね

十
一
期
生 

北
山(

池
田) 

栄 

 

昨
年
の
十
一
月
に
定
年
退
職
し
ま
し

た
。
十
月
か
ら
一
ヶ
月
間
妹
の
家
に
泊

ま
り
、
あ
ち
ら
、
こ
ち
ら
と
行
き
、
私

の
実
家
が
あ
っ
た
所
を
回
り
懐
か
し
か

っ
た
り
、
又
変
わ
っ
て
分
か
ら
な
い
所
、

驚
い
た
り
、
嬉
し
か
っ
た
り
と
、
び
っ

く
り
で
し
た
。 

九
期
生 

長
友(

鈴
木)

雅
子 

 

女
性
の
維
持
会
費
納
入
者
は
旧
姓
も

記
載
願
い
ま
す
。 

十
期
生 

岡
田
敏
雄 

        

同
窓
会
報
の
編
集
よ
り

こ
の
伝
言
板
は
振
込
用
紙
の
コ
メ
ン
ト

欄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
る
為
、
会
員

か
ら
の
伝
言
内
容
に
時
期
の
ず
れ
が
発
生

し
て
い
ま
す
が
、
ご
了
承
下
さ
い
。 

ま
た
、
維
持
会
費
を
納
め
て
頂
い
た
方

の
旧
姓
も
記
載
し
た
い
の
で
す
が
、
紙
面

の
関
係
上
旧
姓
に
つ
き
ま
し
て
は
省
略
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
致
し

ま
す
。 

役員改選が平成 16 年 7月 18 日に行われ、次の様に決まりましたのでご紹介致します。 

名誉会長：高垣 潤(現 城南中学校校長) 

会  長：佐藤 高(5 期生) 

副 会 長：田村美沙子(13 期生)、加藤 昭(14 期生) 

会  計：木庭勝代(10 期生)、鳥居久子(34 期生) 

会計監事：星野尚彦(3 期生)、渡辺雅美(4 期生) 

書  記：三澤則子(22 期生)、五野上和江(25 期生) 

組織担当：中島博行(21 期生)、引野誠一(21 期生)、石井敬一郎(22 期生)、 

相原讓司(23 期生)、宮上和人(28 期生)、市川明徳(28 期生)、大越 誠(30 期生) 

顧  問：吉野 明(1 期生) 
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こ
の
記
念
誌
は
同
窓
会
五
十
周
年

と
い
う
区
切
り
に
作
成
し
ま
し
た
。
城

南
中
学
校
の
創
立
当
時
の
写
真
や
五
十

年
の
歴
史
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
記
念
誌
は
同
窓
会
五
十
周
年

と
い
う
区
切
り
に
作
成
し
ま
し
た
。
城

南
中
学
校
の
創
立
当
時
の
写
真
や
五
十

年
の
歴
史
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

「
ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
」「
記
念
に
欲

し
い
」
等
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
郵
便
局
の
振
込
用
紙
に
「
卒

業
年
度
」「
連
絡
先
」
を
ハ
ッ
キ
リ
明
記

の
上
、「
五
十
周
年
記
念
誌
希
望
」
と
通

信
欄
に
記
入
し
て
、
一
冊
二
五
〇
〇
円

（
送
料
込
み
）を
振
り
込
ん
で
下
さ
い
。

入
金
確
認
後
記
念
誌
を
お
届
け
致
し
ま

す
。 「

ぜ
ひ
読
ん
で
み
た
い
」「
記
念
に
欲

し
い
」
等
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
郵
便
局
の
振
込
用
紙
に
「
卒

業
年
度
」「
連
絡
先
」
を
ハ
ッ
キ
リ
明
記

の
上
、「
五
十
周
年
記
念
誌
希
望
」
と
通

信
欄
に
記
入
し
て
、
一
冊
二
五
〇
〇
円

（
送
料
込
み
）を
振
り
込
ん
で
下
さ
い
。

入
金
確
認
後
記
念
誌
を
お
届
け
致
し
ま

す
。 

  

☆
 

会
報
「
む
く
の
き
」
の
発
刊
も
六
回
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
か
ら
一
部
役
員
の
改

正
も
あ
り
ま
し
た
が
、
硬
く
な
っ
た
頭
の

限
界
に
来
て
い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。
最

近
で
は
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
率
も
高
く

な
り
、
会
員
の
半
数
は
利
用
出
来
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
気
軽
に

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ア
ド
レ

ス
に
身
近
な
出
来
事
や
近
況
を
メ
ー
ル

に
て
ご
報
告
頂
き
、
楽
し
い
会
報
に
仕
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
振
込
用
紙

の
通
信
欄
を
利
用
し
た
「
会
員
か
ら
の
伝

言
板
」
に
、
多
数
の
会
員
か
ら
楽
し
く
又
、

貴
重
な
意
見
を
頂
き
、
大
変
心
強
い
限
り

で
す
。 

☆
 

会
報
「
む
く
の
き
」
の
発
刊
も
六
回
を

迎
え
ま
し
た
。
今
年
か
ら
一
部
役
員
の
改

正
も
あ
り
ま
し
た
が
、
硬
く
な
っ
た
頭
の

限
界
に
来
て
い
る
様
に
感
じ
ま
し
た
。
最

近
で
は
電
子
メ
ー
ル
の
利
用
率
も
高
く

な
り
、
会
員
の
半
数
は
利
用
出
来
る
の
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
気
軽
に

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
ア
ド
レ

ス
に
身
近
な
出
来
事
や
近
況
を
メ
ー
ル

に
て
ご
報
告
頂
き
、
楽
し
い
会
報
に
仕
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
振
込
用
紙

の
通
信
欄
を
利
用
し
た
「
会
員
か
ら
の
伝

言
板
」
に
、
多
数
の
会
員
か
ら
楽
し
く
又
、

貴
重
な
意
見
を
頂
き
、
大
変
心
強
い
限
り

で
す
。 

 

編
集
後
記 

☆ 
 

編
集
後
記 

☆ 

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
か
ら
の

原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
か
ら
の

原
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

    

★
こ
の

の
編
集
委

紹
介 

★
こ
の

の
編
集
委

紹
介 

会
報

員

▽
十
四
期 

 

岩
崎
な
お
み 

会
報

員

▽
十
四
期 

 

岩
崎
な
お
み 

▽
二
十
一
期 

中
島
博
行
、

野
誠
一 

▽
二
十
一
期 

中
島
博
行
、

野
誠
一 

引

▽
二
十
二
期 

石
井
敬
一
郎 

引

▽
二
十
二
期 

石
井
敬
一
郎 

▽
二
十
八
期 

大
越
章
光
、
市
川
明
徳 

▽
二
十
八
期 

大
越
章
光
、
市
川
明
徳 

岡
田
峰
春 

岡
田
峰
春 

▽
三
十
四
期 

佐
藤
友
治 

▽
三
十
四
期 

佐
藤
友
治 

  

平
成
十
五
年
度 

会
計
報
告
・
事
業
報
告 

平
成
一
六
年
度 

事
業
計
画
・
予
算
案 

 懐
か
し
い
記
念
の
写
真
満
載
！

インターネット情報コーナー 

☆城南中学校のホームページ 

http://www1.cts.ne.jp/~johnanjh 

 

☆同窓会のホームページ 

http://www2s.biglobe.ne.jp/~hiki

/jyounan/jyounan.htm 


